


街
道
の
巻

目
次

	

木
曽
街
道

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三

	
	
	

木
曽
街
道
の
石
仏
像
た
ち

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

四

	
	
	

室
原
石
の
馬
頭
観
音

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
　

	

　
　	

五
里
塚
跡

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六

	
	
		

善ぜ

ん

じ

の

師
野
宿

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

七

	
	
	

福
寿
山
禅
徳
寺

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八

	
	
	

磐
座
と
石
拾
い
峠

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

九
　

	

稲
置
街
道

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十

	
	
	

楽
田
追
分

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
一

	

　
　	

小
弓
の
庄

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
二

	

　
　	

旧
堀
部
家
住
宅

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
三

	

　
　	

旧
磯
部
家
住
宅

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
四

	

　
　	

専
念
寺
・
圓
明
寺

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
五
　

	
	
		

犬
山
城
城
下
町

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
六

	

名
勝
木
曽
川

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
七

	
	
	

内
田
の
渡
し

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
八

	
	
	

栗
栖
の
渡
し

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
九

	

巡
見
街
道
・
織
田
街
道

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
十

	

犬
山
市
内
地
図

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
十
一
	

引
用
・
参
考
文
献
一
覧
、
た
び
に
オ
ス
ス
メ
の
資
料

…
…
…
…
…
…

二
十
二

たびの案内人

久く

久く

キ
ギ
ス
丸

犬
山
モ
モ
次
郎

その昔、桃太郎と一緒に
鬼退治に出かけた勇敢なわ
んこ。犬山の「田楽」が大
好き。あつあつのうちに食
べるのが好き。お肉は苦手。

モモ次郎と仲良しの
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レーライス。畑で採れ
た野菜を一杯入れた栄
養満点のカレーは絶品。



目
次

	

木
曽
街
道

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三

	
	
	

木
曽
街
道
の
石
仏
像
た
ち

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

四

	
	
	

室
原
石
の
馬
頭
観
音

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
　

	

　
　	

五
里
塚
跡

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六

	
	
		

善ぜ

ん

じ

の

師
野
宿

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

七

	
	
	

福
寿
山
禅
徳
寺

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八

	
	
	

磐
座
と
石
拾
い
峠

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

九
　

	

稲
置
街
道

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十

	
	
	

楽
田
追
分

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
一

	

　
　	

小
弓
の
庄

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
二

	

　
　	

旧
堀
部
家
住
宅

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
三

	

　
　	

旧
磯
部
家
住
宅

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
四

	

　
　	

専
念
寺
・
圓
明
寺

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
五
　

	
	
		

犬
山
城
城
下
町

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
六

	

名
勝
木
曽
川

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
七

	
	
	

内
田
の
渡
し

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
八

	
	
	

栗
栖
の
渡
し

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
九

	

巡
見
街
道
・
織
田
街
道

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
十

	

犬
山
市
内
地
図

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
十
一

	

引
用
・
参
考
文
献
一
覧
、
た
び
に
オ
ス
ス
メ
の
資
料

…
…
…
…
…
…

二
十
二



　

名
古
屋
城
下
清
水
口
か
ら
名
古
屋
市
北

区
を
経
て
、
小
牧
・
楽が

く

田で
ん

・
羽
黒
を
通
り
、

善ぜ
ん
じ
の

師
野
か
ら
土ど

田た

を
越
え
太
田
宿
と
伏
見

宿
の
間
で
中
山
道
に
つ
な
が
る
約
40
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
道
筋
で
す
。
別
名
上う

わ

街か
い

道ど
う

と

も
呼
ば
れ
て
お
り
、
尾
張
の
主
要
道
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
街
道
は
元
和
9
年
（
1
6
2
3
）

に
は
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
山
市
内
で
は
、
善
師
野
に
宿
駅
が
、
楽

田
、
塔
野
地
、
伏ふ

せ
や屋

に
は
一
里
塚
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
市
内
を
通
る
木
曽

街
道
沿
い
に
は
、
石
仏
や
道
標
が
残
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
人
々
が
往
行
し
た
当
時

の
様
子
が
偲
ば
れ
ま
す
。

名
古
屋
か
ら
犬
山
を
経
て

中
山
道
に
至
る
主
要
道
　
　
　
　
　

木き

曽そ

街
か

い

道
ど

う

往
年
の
賑
わ
い
を
残
す

か
つ
て
の
メ
イ
ン
ロ
ー
ド

年代：元和 9年（1623）完成

関連遺構：一里塚（楽田原、塔野地、伏屋）

別名：上
うわかいどう

街道、本街道

木曽街道

禅徳寺の馬頭観音

常夜灯と木曽街道

石仏

善師野宿の風景 木曽街道一里塚旧跡碑



　

楽が
く

田で
ん

地
区
の
木
曽
街
道
沿
い
に
置
か
れ

て
い
る
石
仏
像
で
す
。

　

昔
木
曽
街
道
を
旅
す
る
人
々
の
安
全
を

願
っ
て
置
か
れ
た
も
の
や
、村
内
の
安
全
・

無
病
息
災
を
祈
る
た
め
に
置
か
れ
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
も
近
辺
に
住
む
人
た
ち
に
よ
っ
て

花
が
た
む
け
ら
れ
綺
麗
に
手
入
れ
さ
れ
て

い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

路
傍
に
佇
む
石
仏
像

木き

曽そ

街か

い

道ど

う

の

石せ

き

仏ぶ

つ

像ぞ

う

た
ち

木
曽
街
道

関
連

文化十二年銘の仏像

仏像群 大
だ い

圓
え ん

鏡
きょう

智
ち

阿
あ

閦
しゅく

仏
ぶ つ

三十三観音



　

馬
頭
観
音
は
、
本
来
憤
怒
の
相
で
魔
を

馬
の
よ
う
な
勢
い
を
も
っ
て
う
ち
伏
せ
、

煩
悩
を
断
つ
功
徳
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
農

作
業
に
役
立
つ
ば
か
り
で
は
な
く
、
陸
上

の
運
送
に
も
欠
か
せ
な
い
馬
が
大
切
に
さ

れ
、
馬
頭
観
音
を
馬
の
無
病
息
災
の
守
り

神
と
し
て
信
仰
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

旧
木
曽
街
道
に
沿
っ
て
、
善
師
野
西
北

野
に
も
享
和
3
年
（
１
８
０
３
）
の
馬
頭

観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
馬

頭
観
音
像
は
室
原
の
石
工
「
又
右
衛
門
」

へ
の
注
文
書
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

室
原
石
で
造
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

室
む

ろ

原
は

ら

石
い

し

の
馬ば

頭
と

う

観
か

ん

音
の

ん

木
曽
街
道

関
連

室
原
の
石
工
「
又
右
衛

門
」
作
馬
頭
観
音
像

風景

天明三年銘の仏像 三面六臂の馬頭観音



　

楽
田
原
に
か
つ
て
存
在
し
た
木
曽
街
道

「
一
里
塚
」
の
跡
地
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
木
曽
街
道
は
、

名
古
屋
城
下
か
ら
中
山
道
伏
見
宿
ま
で
を

結
ぶ
全
長
約
40
キ
ロ
の
街
道
で
、
こ
の
地

に
造
ら
れ
た
一
里
塚
は
名
古
屋
か
ら
五
里

（
約
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
位
置
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
「
五
里
塚
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

　

現
在
は
大
正
4
年
（
1
9
1
5
）
に
建

て
ら
れ
た
「
五
里
塚
舊
（
旧
）
跡
」
の
石

碑
が
あ
る
の
み
で
す
。

五ご

里り

塚づ

か

跡あ

と

木
曽
街
道

関
連

木
曽
街
道
の
中
間

地
点
に
立
つ
一
里
塚

五里塚

犬山方面へ 名古屋方面へ



　

善ぜ
ん
じ
の

師
野
宿
は
、
木
曽
街
道
の
宿
駅
の
ひ

と
つ
で
す
。
木
曽
街
道
を
行
来
す
る
旅
人

の
宿
泊
や
荷
物
を
運
ぶ
人
馬
の
中
継
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
代
々
日
比
野
家
を
中
心

に
運
営
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
宿
場
は
、
木
曽
川
増
水
時
に
中
山

道
か
ら
木
曽
街
道
に
迂
回
し
て
く
る
旅
人

な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
宿
駅
の
規
模

は
、
木
曽
街
道
の
宿
駅
の
中
で
も
特
に
小

さ
く
、
大
名
た
ち
が
休
憩
す
る
本
陣
も
一

軒
の
み
で
し
た
。

　

現
在
の
善
師
野
宿
周
辺
に
は
常
夜
灯
な

ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

伏
屋
に
は
、
明
治
の
教
育
者
兼
文
学
者

で
あ
っ
た
堀ほ

り

澤さ
わ

周ち
か

安や
す

生
家
に
記
念
碑
が

立
っ
て
い
ま
す
。
氏
は
各
地
の
学
校
の
教

壇
に
立
ち
な
が
ら
、
文
部
省
唱
歌
「
田
舎

の
四
季
」
を
始
め
、
数
々
の
校
歌
や
市
町

村
歌
の
作
詞
を
し
ま
し
た
。

善ぜ

ん

師じ

野の

宿
し

ゅ

く

木
曽
街
道

関
連

今
は
ひ
っ
そ
り
と

宿
場
の
面
影
残
す 

堀澤周安出生地碑 堀澤周安生家跡 善師野宿入り口の天王社



　

福
寿
山
禅
徳
寺
は
、
善
師
野
宿
中
ほ
ど

に
位
置
す
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
で

す
。
本
尊
は
、
釈し

ゃ

迦か

牟む

尼に

仏ぶ
つ

、
開
山
は
室

町
時
代
の
禅
僧
、
景
川
宗
隆
で
、
文
明
6

年
（
１
４
７
４
）
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

境
内
に
は
数
多
く
の
石
仏
が
並
び
、
村
の

安
寧
と
旅
人
の
安
全
を
見
守
り
続
け
て
い

ま
す
。

　

明
治
時
代
の
教
育
学
者
で
あ
る
堀ほ

り

澤さ
わ

周ち
か

安や
す

の
菩
提
寺
で
も
あ
り
ま
す
。 

旅
人
を
静
か
に
見
守
り

続
け
る
古
刹

福ふ
く

寿じ
ゅ

山さ
ん

禅ぜ

ん

徳と

く

寺じ

木
曽
街
道

関
連

憤怒相の馬頭観音

柔和相の観音菩薩

禅徳寺山門 禅徳寺入り口



　

名
鉄
広ひ

ろ

見み

線せ
ん

善
師
野
駅
か
ら
、
旧
木
曽

街
道
を
北
上
す
る
こ
と
徒
歩
約
15
分
、
道

の
左
手
に
巨
大
な
岩
が
現
れ
ま
す
。
こ
の

巨
岩
は
、
古
く
か
ら
の
磐
座
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
磐
座
と
は
、
日
本
に

古
く
か
ら
あ
る
自
然
崇
拝
の
ひ
と
つ
で
、

岩
に
対
す
る
信
仰
の
こ
と
や
、
信
仰
の
対

象
と
な
る
岩
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
磐
座
は
通
称
「
箕み

の

岩い
わ

」
と
い
い
、

『
尾
張
名
所
図
会
』
に
も
そ
の
姿
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　

磐
座
の
あ
る
道
の
先
に
は
、「
石
拾
い

峠
」
と
呼
ば
れ
る
標
高
約
1
6
0
メ
ー
ト

ル
の
峠
が
あ
り
ま
す
。
石
拾
い
峠
は
尾
張

と
美
濃
の
国
境
に
あ
た
り
ま
す
。
か
つ
て

こ
の
場
所
に
は
大
き
な
石
塚
が
あ
っ
た
と

い
わ
れ
、
険
し
い
峠
道
で
無
事
安
全
を

祈
っ
て
石
を
拾
い
、
峠
を
通
過
し
て
石
を

置
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
道
に
そ
び
え
る

不
思
議
ス
ポ
ッ
ト
磐
い
わ

座く
ら  

石
を
拾
っ
て

安
全
を
祈
る
峠
道

磐い

わ

座く

ら

と
石い

し

拾
ひ
ろ
い

い
峠

と
う
げ

木
曽
街
道

関
連

石拾い峠 磐座

出典：尾張名所図会



　

江
戸
時
代
に
名
古
屋
城
下
と
犬
山
城
下

を
結
ん
だ
脇
往
還
と
し
て
整
備
さ
れ
、「
犬

山
街
道
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
名
古
屋
城

東
大
久
手
（
名
古
屋
市
東
区
）
か
ら
中
山

道
鵜
沼
宿
（
岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼
）
ま

で
で
、
そ
の
間
に
宿
場
と
し
て
小
牧
宿
や

犬
山
城
下
町
が
存
在
し
ま
し
た
。
ま
た
楽

田
（
犬
山
市
）
で
上
街
道
（
木
曽
街
道
と

も
呼
ば
れ
る
名
古
屋
城
下
と
中
山
道
伏
見

宿
を
結
ぶ
脇
往
還
）
と
分
岐
す
る
追
分
が

存
在
し
ま
す
。
な
お
名
古
屋
城
下
か
ら
楽

田
追
分
ま
で
は
上
街
道
と
重
複
し
ま
す
。

宿
場
と
し
て
に
ぎ

わ
っ
た
城
下
町

名
古
屋
城
と
犬
山
城
を
結
ぶ

脇
往
還
　
　
　
　
　

稲
い

な

置ぎ

街
か

い

道
ど

う

年代：寛永年間（1624-1645）

関連遺構：楽田追分道標

別名：犬山街道

稲置街道



　

楽
田
追
分
の
三
差
路
は
、
江
戸
時
代
に

は
木
曽
街
道
と
稲
置
街
道
と
の
分
岐
点
で

し
た
。

　

現
在
も
か
つ
て
の
追
分
を
偲
ば
す
道
標

が
四
本
残
っ
て
お
り
、「
右
き
そ
左
犬
山

み
ち
」「
右
善
光
寺
左
三
光
神
社
」
な
ど

と
い
う
文
字
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

元
禄
享
保
の
頃
に
は
、
こ
の
追
分
の
三

差
路
に
、
観
世
音
菩
薩
、
地
蔵
尊
、
弘
法

大
師
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

楽が

く

田で

ん

追お

い

分わ

け

稲
置
街
道

関
連

右
に
行
け
ば
木
曽
街
道
、 

左
に
行
け
ば
犬
山
み
ち

19

41

41

19

21

248

248

248
363302

155

155

犬山市犬山市

犬山城犬山城

楽田追分楽田追分

中山道 伏見宿中山道 伏見宿

名古屋城名古屋城

美濃加茂市美濃加茂市

可児市可児市

多治見市多治見市

瀬戸市瀬戸市
尾張旭市尾張旭市

長久手市長久手市
名古屋市名古屋市

春日井市春日井市

小牧市小牧市

豊山町豊山町

扶桑町扶桑町

坂祝町坂祝町

木
曽
街
道

木
曽
街
道

稲
置
街
道

稲
置
街
道

木曽川

矢

庄

田

内

川

川

入鹿池

楽田追分の道標

木曽街道と稲置街道の分岐点



　
「
小
弓
の
庄
」
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財

で
、
明
治
40
年
頃
に
建
て
ら
れ
た
建
造
物

で
す
。
明
治
期
の
建
物
に
特
徴
的
な
「
擬ぎ

洋よ
う

風ふ
う

」
と
い
わ
れ
る
和
風
建
築
に
洋
風
を

取
り
入
れ
た
建
築
様
式
と
な
っ
て
い
ま

す
。
建
築
当
初
は
、
現
在
地
よ
り
西
方
の

稲
置
街
道
に
面
し
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

建
物
は
加
茂
郡
銀
行
羽
黒
支
店
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
次
々

と
持
ち
主
が
変
わ
り
ま
し
た
。
平
成
11
年

（
1
9
9
9
）
に
現
在
地
に
移
築
さ
れ
、

建
物
は
「
小
弓
の
庄
」
と
名
付
け
ら
れ
、

羽
黒
地
区
の
地
域
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

小こ

弓ゆ

み

の
庄

し
ょ
う

稲
置
街
道

関
連

趣
あ
る
明
治
の
建
物

今
は
地
域
の
憩
い
の
場
に

小弓の庄外観 小弓の庄外観

小弓の庄内部



　

旧
堀
部
家
住
宅
は
、
明
治
16
年

（
1
8
8
3
）
に
堀
部
家
第
12
代
当
主
、

堀
部
勝
四
郎
に
よ
り
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

敷
地
は
約
4
0
5
坪
（
1
3
3
8.
0
4

平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
、
後
に
土
蔵
・
作
業

小
屋
・
渡
り
廊
が
増
築
さ
れ
ま
し
た
。
武

家
屋
敷
風
の
格
調
高
い
雰
囲
気
の
中
に
、

屋
敷
内
で
生
業
を
営
む
農
家
の
素
朴
さ
が

取
り
込
ま
れ
、
独
特
の
風
情
を
持
つ
建
物

で
す
。

　

平
成
18
年
（
2
0
0
6
）
に
、
主
屋
、

離
座
敷
、
渡
り
廊
、
土
蔵
、
作
業
場
、
高

塀
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
り
ま
し

た
。

犬
山
城
下
町
に
唯
一

残
る
武
家
風
住
宅 

旧
き
ゅ
う

堀
ほ

り

部べ

家け

住
じ
ゅ
う

宅
た

く

稲
置
街
道

関
連

前庭

勝手土間 箱階段



　

旧
磯
部
家
住
宅
は
江
戸
期
の
建
築
様
式

を
持
つ
木
造
家
屋
で
、
主
屋
は
幕
末
に
建

て
ら
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
緩
や
か

な
ふ
く
ら
み
の
あ
る
「
起
り
屋
根
（
む
く

り
や
ね
）」
が
見
ら
れ
る
市
内
で
は
唯
一

の
町
屋
で
、
江
戸
期
か
ら
呉
服
商
を
営
な

ん
で
い
ま
し
た
。
正
面
は
２
階
建
て
、
裏

は
平
屋
の
「
バ
ン
コ
二
階
」
と
呼
ば
れ
る

造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
敷
地
は
間
口
が

狭
く
、奥
行
き
が
広
い
「
ウ
ナ
ギ
の
寝
床
」

の
つ
く
り
で
す
。

旧
き
ゅ
う

磯い

そ

部べ

家け

住
じ
ゅ
う

宅た

く

稲
置
街
道

関
連

江
戸
期
の
町
家 

住宅外観 中庭 弁柄色の赤壁

住宅内部



　

犬
山
城
下
に
は
稲
置
街
道
を
は
さ
ん
で
東
西
に
多
く
の
お
寺
が
あ
り
ま
す
。
圓
明
寺
の

し
だ
れ
桜
は
毎
年
華
麗
な
花
を
咲
か
せ
、
人
々
を
優
し
く
迎
え
ま
す
。
ま
た
専
念
寺
に
は

犬
山
城
主
、
池
田
恒
興
（
勝
入
）
の
墓
碑
が
あ
り
、
城
下
の
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

専
せ

ん

念
ね

ん

寺じ

・
圓

え

ん

明
み
ょ
う

寺じ

稲
置
街
道

関
連

城
下
町
に
残
る
崇
敬
と
信
仰

圓明寺専念寺

しだれ桜 ( 圓明寺 )

池田恒興　墓碑 ( 専念寺 )

鐘楼 ( 圓明寺 )

本堂 ( 専念寺 )



　

犬
山
城
下
町
は
、「
総
構
え
」
と
呼
ば

れ
る
、
城
と
城
下
町
の
外
周
を
堀
で
囲
い

込
ん
だ
城
郭
構
造
を
そ
の
ま
ま
残
し
、
現

在
も
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
山
祭
の
車や

山ま

を
所
蔵
し
た
車や

山ま

蔵ぐ
ら

が
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
点
在
し
ま

す
。

犬い

ぬ

山や

ま

城
じ
ょ
う

城
じ
ょ
う

下か

町ま

ち

稲
置
街
道

関
連

城
郭
構
造
が
今
も
残
る
街

旧磯部家住宅からの眺め

犬山城天守から望む城下町 車山蔵 城下町の町家



　

犬
山
市
の
北
辺
を
流
れ
る
木
曽
川
は
、

長
野
県
木
祖
村
の
鉢
盛
山
を
水
源
と
し
、

濃
尾
平
野
を
貫
流
し
て
伊
勢
湾
に
注
ぐ

幹
川
流
路
延
長
約
2
2
9
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
河
川
で
す
。
犬
山
付
近
の
木
曽
川

の
景
観
は
非
常
に
美
し
く
、
昭
和
2
年

（
1
9
2
7
）
に
日
本
八
景
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。さ
ら
に
、昭
和
6
年（
1
9
3
1
）

に
は
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、
犬
山
城
直

下
に
あ
る
彩さ

い

雲う
ん

橋ば
し

の
そ
ば
に
は
「
名
勝
木

曽
川
」
の
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

悠
然
と
続
く
流
れ

恵
み
の
源
・
名
勝
木
曽
川 

日
本
八
景
に
選
ば
れ
た
景
観

を
誇
る
　
　
　
　
　

名
め

い

勝
し

ょ

う

木き

曽そ

川
が

わ

延長：229km

水源：鉢盛山 ( 長野県 )

河口：伊勢湾

名勝木曽川



　

内
田
の
渡
し
は
、
犬
山
城
か
ら
約

7
0
0
メ
ー
ト
ル
北
東
の
木
曽
川
沿
い
に

あ
る
内
田
地
区
か
ら
対
岸
の
各
務
原
市
鵜

沼
の
南
町
へ
至
る
渡
船
場
の
跡
で
す
。
こ

の
渡
し
の
起
源
は
古
く
、
東
山
道
の
一
部

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
江
戸

時
代
に
な
っ
て
も
内
田
の
渡
し
の
通
行
量

は
多
く
、
そ
の
交
通
に
お
け
る
重
要
性
か

ら
、
藩
の
保
護
の
も
と
運
営
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
明
治
以
降
も
渡
し
は
続
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
大
正
14
年
（
1
9
2
5
）

に
犬
山
市
と
各
務
原
市
の
間
に
犬
山
橋
が

架
橋
さ
れ
る
と
、
渡
し
は
廃
止
と
な
り
ま

し
た
。

内う

ち

田だ

の
渡わ

た

し
名
勝
木
曽
川
関
連

平
成
の
今
で
も
ず
っ
と

旅
人
を
見
守
る
常
夜
灯 

常夜灯と名鉄電車

犬山橋から見る木曽川の風景



　

尾
崎
地
区
に
あ
る
木
曽
川
河
岸
に
降
り

る
道
を
下
っ
て
い
く
と
、
古
い
石
畳
の
道

と
水
神
碑
が
突
然
現
れ
ま
す
。
こ
の
場
所

に
は
、
か
つ
て
栗
栖
村
か
ら
対
岸
の
美
濃

国
の
岐
阜
県
加
茂
郡
坂さ

か

祝ほ
ぎ

町
へ
至
る
渡
船

場
「
栗
栖
の
渡
し
」
が
あ
り
ま
し
た
。
栗

栖
の
渡
し
は
、
犬
山
に
三
カ
所
存
在
し
て

い
た
木
曽
川
の
渡
し
場
の
う
ち
、
最
も
上

流
に
位
置
す
る
も
の
で
す
。
渡
し
場
に
は

大
正
期
頃
か
ら
、
岐
阜
県
の
実
業
家
の
、

岡
田
只た

だ

次じ

に
よ
り
考
案
さ
れ
た
「
岡
田
式

渡
船
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
両

岸
の
堤
防
間
に
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
張

り
、
特
殊
な
滑
車
を
取
り
付
け
て
、
川
の

流
れ
を
推
進
力
と
し
て
舟
を
動
か
す
仕
組

み
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
か
な
り
の
増
水
時

に
も
渡
船
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
洪

水
に
よ
る
川
止
め
が
減
少
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

渡
し
場
は
元
々
今
の
場
所
よ
り
や
や

上
流
に
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
36
年

(

１
９
０
３)
に
移
動
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

昭
和
30
年
代
ま
で
渡
し
場
は
続
き
ま
し
た

が
、
現
在
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

栗く

り

栖す

の
渡わ

た

し
名
勝
木
曽
川
関
連

信
長
も
渡
っ
た
？

石
畳
が
残
る
渡
し
場 

水神碑 石畳

石畳の道と水神碑



　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
徳
川
幕
府
が
特

使
を
派
遣
し
て
幕
府
領
や
私
領
の
施
策
や

民
情
を
査
察
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
を
巡
見

と
い
い
ま
す
。
巡
見
は
5
代
将
軍
綱
吉
の

頃
か
ら
将
軍
の
代
替
わ
り
ご
と
に
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
特
使
一
行
が
利
用

し
た
道
を
巡
見
街
道
と
よ
び
ま
す
。
巡
見

街
道
は
犬
山
城
下
か
ら
木
曽
川
沿
い
に
一

宮
市
域
を
経
て
津
島
方
面
へ
と
至
り
ま
し

た
。

　

通
称
「
織
田
街
道
」
と
呼
ば
れ
る
道
は
、

織
田
広
近
が
居
住
し
た
小お

口ぐ
ち

城
（
丹
羽
郡

大
口
町
）
か
ら
、
後
に
広
近
が
築
城
し
た

木
之
下
城
（
犬
山
城
の
前
身
）
を
結
ん
で

い
ま
し
た
。

巡
じ

ゅ

ん

見
け

ん

街
か

い

道
ど

う

・
織お

田だ

街
か

い

道
ど

う

武
士
が
通
っ
た
道

あ
れ
こ
れ 

年代：( 巡 ) 江戸時代初期・( 織 ) 中世

関連遺構：( 巡 )―・( 織 ) 木之下城跡

関連する人物：( 巡 ) 徳川幕府・( 織 ) 織田家

巡見街道・織田街道

県神社拝殿内から見る巡見街道



常夜灯

楽田追分

五里塚旧跡（楽田）

栗栖の渡し

常夜灯 ( 伏屋）
禅徳寺

磯部邸

圓明寺

堀部邸

小口城

小弓の庄

石拾い峠

磐座

県神社

専念寺

岩倉・織田街道
分岐の追分

巡見街道

稲置街道

木曽街道

岩倉街道（柳街道）

織田街道
（一）

織田街道
（二）

マップを持って、
文化遺産に出会う旅に出発！

2 (km）0

（地理院地図電子国土 Web を加工して作成）

( 縮尺：１/50,000)

N

遺跡
史跡

交通 建築物 祭り 自然
景観

おすすめ

たびにオススメの資料

犬山たび   「街道の巻」



「犬山文化遺産ナビとは」

犬山市は愛知県の北西部にある豊かな自然や多くの文化遺産が残る地域で

す。犬山文化遺産ナビでは、犬山の魅力がわかるモデルコースや、見どこ

ろスポットをお伝えします。また、犬山市に伝わる物語もアニメでお楽し

みいただけます。

文化遺産を訪れて、カードを集めよう！

文化遺産カード

スマートフォンで文化遺産や史跡めぐり

犬山たび

犬山の最新情報をHPでチェック！

犬山文化遺産ナビ

文化遺産ナビとは、スマートフォンで使用でき
る犬山の文化遺産ナビシステムアプリです。
どこにどんな文化遺産があるのか、またどんな
方法で訪れればいいのか、簡単に調べる事がで
きます。

リストモード マップモード

文化遺産カードの楽しみかた

犬山城下町について
『犬山城下町マップ』犬山城下町の詳細マップ。犬山祭を見学する際は、携帯していると便利です。犬山観光案内所などで配布。

文化遺産カードについて：文中に、herica マークがついているものは、「文化遺産カード」がある文化遺産です。文化遺産を訪れてカードをたくさん集めましょう！
・「旧堀部家住宅」．．．配布場所：旧堀部家住宅　　※詳細は下記をご参照ください。

引用・参考文献一覧（全巻共通）
愛知県犬山市役所秘書企画課　『犬山のむかしばなし』　犬山市役所　1983
愛知県犬山市役所秘書企画課　『犬山のむかしばなし　第 2 集』　犬山市役所　1987
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